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一　般　演　題

1．当院における核医学オーダリングシステムの

　紹介

小須田　茂　　草野　正一 新井　眞二

（防衛医大・放）

2．大型ガンマカメラを用いたファーストパス法の

　検討

波多野　治　　丸野　広大　　小野口昌久

斎藤　京子　　村田　　啓（虎の門病院・放）

　当院では患者サービスの向上を図ることを目的

に，1994年6月より検査依頼伝票を完全に廃止した

核医学オーダリングシステムが導入されたので，そ

の評価を報告する．方法は医師へのアンケート調査

と運用開始4か月と6か月後におけるシステム稼動

状況の評価である．

　その結果，70％の医師がオーダーが簡略化され，

システム導入して良かったと答えた．30％の医師は

問題点を指摘したものの，システムを否定する医師

はなかった．受付業務の評価では，予定時間に来棟

しない患者が当初10％存在したが，その数も徐々に

減少しつつある．まとめとして，核医学オーダリン

グシステム導入によって，オーダー入力や検査説明

の煩雑さ，看護とのコミュニケーションの稀薄化が

問題点として挙げられるものの，業務の計画性が向

上し，合理的効率的実施が可能になり，各部門間の

連携が強化され，核医学業務運用が円滑にされつつ

ある．

　ファーストパス法による心機能評価を，低エネル

ギー汎用パラレルホールコリメータを装着した大型

ガンマカメラ（SNC5100）と，高感度スラントホール

コリメータを装着した小型ガンマカメラ（ZLC－LEM）

を用いて比較検討した．データ収集はRAO　30度，40

msec／frameで行い，大型ガンマカメラは2倍拡大収集

した．大型ガンマカメラは左室のカウントが低いも

のの，壁運動の評価は可能であり，左室駆出率も小

型ガンマカメラの値と良い相関（r＝9．851）を示した．

また，16倍スムージング処理を行うことによりさら

に良い相関（r＝0．985）を得られた．大型ガンマカメラ

でもファーストパス法は十分可能であると考えられ

た．

3．腫瘍SPECTにおける部分容積効果補正に関する

　基礎的検討

戸川　貴史　　木下富士美　　柳沢　正道

油井　信春　　　　　　　（千葉県がんセ・核）

　腫瘍SPECTにおける病巣の定量的評価には，病

巣・健常部カウント比（T／N比）が用いられている
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が，TIN比は病巣の大きさに影響をうけ変動する．こ

の部分容積効果を補正するために，ファントム（径

15，20，30mm）を用いて，　T／B比を2，3，4，5，6，7に調

整し，基礎的検討を行った．関心領域は最大カウン

トの80％をcut－offしT／N比を算出しさらに，　T／N比

をファントムの直径dで補正したT／N・dを求めた．

T／N比とファントム径（d）との間には正の相関があ

り，回帰係数はTIB比が高いほど大きくなり（0．04－

0」8），両者の間には正の相関があった．T／N・dはファ

ントムのサイズにかかわらずほぼ一定で，回帰係数

に近似した値を示し，T／N・dよりT／B比を予測する

ことが可能である．

例の消化管出血部位を検出するため，99mTc．DTPA－

HSAを毎日静注して経時的に撮像し，初日には出血

巣を見いだしえなかったが，2日目に出血を描出し，

3日目に確認した．従来の出血シンチでは静注後数時

間後まで経時的scanを行うのみであるが，この方法

では間駄的な出血や出血量が少ないときには出血巣

を検出できない．そこで，99mTC－DTPA－HSAを3～4

日間連日静注し，出血巣を検出するまで経時的ス

キャンを繰り返す方法（Every　Day　lmaging法）を考案

した．本法は，間駄的出血や単位時間あたりの出血

量が少ない消化管出血巣の検出に有用な方法である

と思われた．

4．MathematicaによるSPECTの画像再構成

篠原　広行　　長谷部　伸　　新尾　泰男

國安　芳夫　　　　　（昭和大藤が丘病院・放）

永島　淳一　　　　（都多摩老人医療セ・核放）

　数学的に厳密なSPECT再構成法を数式処理可能な

ソフトウエア“Mathematica”で試みた．　Mathematica

は数学の研究，教育用ソフトウエアとして注目され

ており，数学に近い形で数式を扱え，また豊富なグ

ラフィック機能，アニメーション機能を有してい

る．均一吸収体に対する正確な3つの吸収補正法

（Bellini，　Tretiak，　Inouye）のうち，　Inouyeの方法を

Mathematicaでプログラムを作成しそのプロセスをわ

かりやすく視覚化した．被写体として線減弱係数が

一定な円あるいは楕円を想定し，D投影の規格化，

2）周波数シフト，3）フーリエ級数の補正などを3次

元プロットなどで確認しながら進めた．周波数シフ

トは線形補間を用いて行い，円と楕円の吸収を受け

た投影が正確に吸収補正された．今後Mathematicaの

プログラムを核医学データ処理装置へ移植し，頭蓋

骨と脳によって吸収を受けた投影を脳のみの均一吸

収体に変換後吸収補正する方法を検討したい．

6．人免疫グロブリンG一ジエチレントリアミン五酢

　酸インジウム（川ln・DTPA・lgG）による炎症イ

　　メージング

橋本　　順　　橋本　禎介　　中村佳代子

久保　敦司　　　　　　　　　　（慶雁大・放）

　人免疫グロブリンG一ジエチレントリアミン五酢酸

インジウム（iltln－DTPA－lgG）は非特異的な炎症イメー

ジング製剤で，炎症部位における血管透過性の充進

によるIgGの流出と血管外腔におけるIgGとその代

謝産物の停滞が集積機序と言われているが定説はな

い．本剤による炎症イメージングを7症例で施行し

た．7例の内訳は骨髄炎2例，肺結核・肺炎3例，

腎膿瘍1例，化膿性脊椎炎1例であり，6例で陽性

所見，1例で陰性所見を呈した．臨床所見，病理所見

や他の画像検査などから陽性所見例はすべて真陽性

で陰性所見例は真陰性であると考えられた．4例では

Gaシンチグラフィも施行し，3例では双方の検査と

も陽性所見を，1例では双方とも陰性所見を呈した．

Ga像と異なり消化管内容への集積がほとんど見られ

ないことから，前処置をすることなく腹部の詳細な

評価が可能であることが本剤の長所と考えられた．

5．99’nTc・DTPA・HSAを用いた出血シンチにおける

　工夫　　Every　Day　lmaging法

小田野行男　　高橋　直也 （新潟大・放）

　潰瘍をともなったMeckel憩室症の1例（3歳男子）

の出血巣を99mTc－DTPA－HSA用いて証明した．本症
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